










要約:保健婦による末期患児の訪問看護の実情を知ることを目的として、全国主要地域の

市町村・保健所の保健婦を対象として、質問紙による調査を実施した。328 機関に調査依

頼を行い、最終的には、85 機関、465人の保健婦から回答を得た。全体では、32 機関、57

人の保健婦が、これまでに 20 歳未満の末期患児の在宅ケアに関わったことがあると回答

していた。この機関数は依頼機関の 9.8%にあたり、保健婦のいる機関では、すでに、約 10%

の機関で末期患児の在宅ケアが実施されている状況が推測された。


